
[ＡＢＣ分類の判定基準]

コードNo.

医院ｺｰﾄﾞ 施設名

年齢 受診日 　　年　　月　　日 氏　名 性別

報告日 　　年　　月　　日 

受付No.

ｶﾙﾃNo. 受付日 　　年　　月　　日 

ヘリコバクター・ピロリIgG抗体 検査結果 ペプシノゲン 検査結果

測定値 ＰＧ-Ⅰ

基準値 10未満 ＰＧⅠ/Ⅱ比

判　定 ＰＧ-Ⅱ

10以上(＋)

ペプシノゲン
(－) Ａ群 Ｂ群

健康的な胃粘膜です。胃の病気になる危険性は低いと考
えられます。念のために、一度は内視鏡検査等の画像検
査を受けることが理想的です。

Ｃ群
弱った胃粘膜です。胃がんなどの病気になりやすいタイ
プです。内視鏡検査を受けましょう。また、異常が見つ
からなくても、定期的な内視鏡検査をお勧めします。

判定

あなたの
ＡＢＣ分類判定 Ａ　群

ＡＢＣ分類
ﾍﾘｺﾊﾞｸﾀｰﾋﾟﾛﾘIgG抗体

10未満(－)

一般社団法人　京都微生物研究所　検査責任者：宮本　昌信
(引用）認定NPO法人日本胃がん予知・診断・治療研究機構 編，胃がんリスク検診マ
ニュアル　改訂2版，南山堂，東京，2014，p.2

(1＋)～(3＋) Ｄ群 Ｃ群

Ｂ群
少し弱った胃粘膜です。胃潰瘍・十二指腸潰瘍などに注
意しましょう。少数ながら胃がんの可能性も。一度、内
視鏡検査を受けましょう。

Ｄ群

かなり弱った胃粘膜です。胃がんなどの病気になるリス
クがあります。かならず内視鏡検査を受けましょう。ま
た、異常が見つからなくても、毎年、内視鏡検査を受け
ましょう。

Ａ群

ＡＢＣ分類（ﾍﾟﾌﾟｼﾉｹﾞﾝ，ﾍﾘｺﾊﾞｸﾀｰ･ﾋﾟﾛﾘ抗体による）検査報告書

フ　ロ　ー　チ　ャ　ー　ト

ＡＢＣ分類対象外血液検査（ＡＢＣ分類）

Ａ　群 Ｂ　群 Ｃ，D　群

　　Ｅ群（除菌群）
ヘリコバクター・ピロリ除菌
後の方は、Ｅ群(除菌群)とし
て定期的に内視鏡検査を受
診しましょう。

E群は除菌により胃がん発
生率が1/3程度に低下する
という報告もありますが、決
して0％になるわけではあり
ませんので、除菌後も内視
鏡検査による経過観察が必
要です。

内視鏡検査

除菌治療

リスクに応じた画像診断を設定する

なしあり

A群の多くはﾍﾘｺﾊﾞｸﾀｰ･ﾋﾟﾛﾘ未
感染と考えられますが、以下の
場合はﾍﾘｺﾊﾞｸﾀｰ･ﾋﾟﾛﾘ感染も
疑われるため、内視鏡検査か
胃X線検査を行うことを推奨しま
す。
①PGⅡ≧12ng/mLや　PGⅠ/
Ⅱ比＜4.5、高齢者の多い集団
ではPGⅠ＜30ng/mL
②PGⅠ/Ⅱ比＜4.0
③PGⅠ/Ⅱ比が3に近い場合や
PGⅡ≧15ng/mL
④PGⅠ≦30ng/mL又はPGⅡ
＞30ng/mL又はPGⅠ/Ⅱ比≦
2.0


